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５
月
会
議
は
、
５
月
８
日
に
再

開
し
、
審
議
期
間
を
１
日
間
と
決

定
し
、
市
長
か
ら
報
告
３
件
、
議

案
１
件
及
び
同
意
案
１
件
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。
議
案
に
つ
い
て

は
、
所
管
の
委
員
会
に
付
託
し
、

審
査
を
経
た
後
、
審
査
結
果
報
告

が
行
わ
れ
、
採
決
の
結
果
、
全
会

一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同

意
案
に
つ
い
て
は
同
意
い
た
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
案
第
33
号
﹁
土
佐
清

水
市
長
等
の
給
与
、
旅
費
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
﹂
が
追
加

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
案
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
伴
い
、
今
後
の
市
民
生
活
再
建

に
向
け
た
対
策
の
財
源
と
す
べ

く
、
市
長
の
給
与
月
額
10
％
、
副

市
長
及
び
教
育
長
の
給
与
月
額

５
％
を
10
カ
月
減
額
す
る
も
の

で
す
。
採
決
の
結
果
、
全
会
一
致

で
可
決
し
、散
会
い
た
し
ま
し
た
。

５
月
会
議
の
概
要

６
月
会
議
の
概
要

　

６
月
会
議
は
、
６
月
15
日
に
再

開
し
、
審
議
期
間
を
６
月
30
日
ま

で
の
16
日
間
に
決
定
し
、
市
長
か

ら
議
案
14
件
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

一
般
質
問
は
、
６
月
22
日
及
び

23
日
の
２
日
間
行
わ
れ
、
足
摺
テ

ル
メ
に
つ
い
て
、
本
市
の
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
に
対
す
る
診
断
基
準

に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
対
策
に
関
わ
っ
て
、
高
齢
者

肺
炎
球
菌
感
染
症
定
期
予
防
接

種
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
小
中
学
校
の
影
響

と
課
題
に
つ
い
て
な
ど
、
５
人
の

議
員
が
質
問
戦
を
展
開
い
た
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
23
日
に
は
市
長
か
ら
議

案
２
件
が
追
加
提
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

最
終
日
に
は
、
６
月
会
議
で
付

託
し
た
議
案
に
つ
い
て
、
各
常
任

委
員
会
か
ら
審
査
結
果
の
報
告

を
行
い
、
採
決
の
結
果
、
議
案
に

つ
い
て
は
全
て
全
会
一
致
で
原

案
の
と
お
り
可
決
、
陳
情
に
つ
い

て
は
賛
成
少
数
に
よ
り
不
採
択

と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
議
会
議
案
第
１
号

﹁
土
佐
清
水
市
議
会
議
員
報
酬
及

び
費
用
弁
償
支
給
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
﹂
を
提
出
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
市
議
会
議
案
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
策
に

充
て
る
た
め
、
７
月
分
の
議
員
報

酬
を
30
％
減
額
す
る
も
の
で
す
。

採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
に
よ
り

可
決
い
た
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
﹁
発
言
取
消
し
に
関

す
る
動
議
﹂
が
作
田
喜
秋
議
員
か

ら
発
議
さ
れ
、
７
人
の
賛
成
者
の

も
と
、
６
月
会
議
の
岡
本
詠
議
員

の
一
般
質
問
に
お
け
る
発
言
が

不
穏
当
で
あ
る
と
し
て
、
取
り
消

し
を
求
め
ま
し
た
。
討
論
で
は
、

反
対
討
論
を
前
田
晃
議
員
、
賛
成

討
論
を
山
崎
誠
一
議
員
、
武
政
健

三
議
員
、
弘
田
条
議
員
が
行
い
、

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
に
よ
り

可
決
し
、
散
会
い
た
し
ま
し
た
。

６
月
会
議
で
は
、土
佐
清
水
市
手
話
言
語
条
例
及
び

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
の
補
正
予
算
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
会
一
致
で
可
決
!!

６
月
会
議
で
は
、土
佐
清
水
市
手
話
言
語
条
例
及
び

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
の
補
正
予
算
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
会
一
致
で
可
決
!!

ら
議

ま
し

で
付

常
任

報
告

案
に

で
原

つ
い

　

５
月
会
議
の
人
事
案
件

○
固
定
資
産
評
価
員

西
原　

貴
樹　

氏　

（
栄
町
）新
任

人
事
案
件
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議案等の議決結果
番　号

報 告 第 3 号

報 告 第 4 号

報 告 第 5 号

議 案 第 3 2 号

議 案 第 3 3 号

同 意 案 第 2 号

議 案 第 3 4 号

議 案 第 3 5 号

議 案 第 3 6 号

議 案 第 3 7 号

議 案 第 3 8 号

議 案 第 3 9 号

議 案 第 4 0 号

議 案 第 4 1 号

議 案 第 4 2 号

議 案 第 4 3 号

議 案 第 4 4 号

議 案 第 4 5 号

議 案 第 4 6 号

議 案 第 4 7 号

議 案 第 4 8 号

議 案 第 4 9 号

陳 情 第 2 号

動 議

市 議 会 議 案
第 1 号

件　　　　名

専決処分した事件の報告について（土佐清水市税賦課徴収条例等の一部を改正する条例の制定について）

専決処分した事件の報告について（土佐清水市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について）

専決処分した事件の報告について（水道使用料の債権放棄について）

令和２年度土佐清水市一般会計補正予算（第１号）について

土佐清水市長等の給与，旅費等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

固定資産評価員の選任について

令和２年度土佐清水市一般会計補正予算（第２号）について

令和２年度土佐清水市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）について

令和２年度土佐清水市介護保険特別会計補正予算（第１号）について

令和２年度土佐清水市水道事業会計補正予算（第１号）について

土佐清水市手話言語条例の制定について

土佐清水市税賦課徴収条例の一部を改正する条例の制定について

土佐清水市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について

土佐清水市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について

土佐清水市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の制定について

土佐清水市手数料条例の一部を改正する条例の制定について

土佐清水市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について

土佐清水市地域食材供給拠点施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について

土佐清水市水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

土佐清水市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する

条例の制定について

令和２年度土佐清水市一般会計補正予算（第３号）について

財産の取得について

土佐清水市議会議員報酬及び費用弁償支給条例の一部を改正する条例の制定について

「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書」の採択を求める陳情

発言取消しに関する動議

議会

6

月

会

議

5

月

会

議

議決結果

－

－

－

可　決

可　決

同　意

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

不採択

可　決

永
野　

裕
夫

浅
尾　

公
厚

細
川　

博
史

甲
藤　
　

眞

岡
本　
　

詠

作
田　

喜
秋

山
崎　

誠
一

吉
村　

政
朗

武
政　

健
三

弘
田　
　

条

谷
口　

佳
保

前
田　
　

晃

×

○

×

○

×

○

×

○

×

○

×

○

○ ×

○

○

×

×

○

議
長

議
長

欠
席

欠
席

除
斥

番　号 件　　　　　名 議決結果

賛否の分かれた議案等

不 採 択

（賛 2、反 8）

「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求め

る意見書」の採択を求める陳情

陳 情

第 2 号

可 　 決

（賛 8、反 1）
発言取消しに関する動議動 議
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マイクロ…
ツーリズム　

新型コロナウイルス感染症の拡大に
伴い、３密（密集・密接・密閉）を避け
て自宅から15分から１時間程度の距
離の近場で過ごす「小さな旅行」のこ
と。マイクロツーリズムを通じて、県
内や地元の観光を楽しみつつ地域経
済に貢献し、また、地域の魅力を再発
見するというもの。（星野リゾート代
表の提唱）

気になる用語

ア
ク
ト
リ
ゾ
ー
ト
の
撤
退
が
決
ま
っ
た
。

あ
ま
り
に
早
い
廃
業
に
驚
い
て
い
る
。原

因
は
何
だ
っ
た
の
か
。

（
観
光
商
工
課
長
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
観
光
事
業
の
今

後
の
見
通
し
を
見
い
だ
せ
な
い
こ
と
が

大
き
な
原
因
だ
っ
た
と
判
断
し
て
い
る
。

（
議
員
）

　

足
摺
テ
ル
メ
は
、市
の
財
政
が
厳
し
い

中
で
あ
っ
て
も
「
地
元
雇
用
を
守
る
」
と

の
思
い
で
継
続
し
て
き
た
。テ
ル
メ
の
職

員
さ
ん
た
ち
の
雇
用
を
最
優
先
に
取
り

組
む
べ
き
だ
。

（
市
長
）

　

ま
ず
は
従
業
員
の
皆
様
の
雇
用
を
最

優
先
に
考
え
て
取
り
組
み
な
が
ら
、指
定

管
理
の
再
公
募
及
び
売
却
で
の
事
業
継

続
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
対
応
し
て
い

く
。

（
観
光
商
工
課
長
）

　

10
月
か
ら
は
新
た
な
管
理
者
に
引
継

ぎ
で
き
る
よ
う
、最
大
限
の
努
力
を
し
た

い
。

（
議
員
）

　

今
、全
国
的
に
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
型
の
ふ
る
さ
と
納
税
が
広
が
っ
て

（
議
員
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、学

生
た
ち
の
生
活
環
境
も
厳
し
さ
を
増
し

て
い
る
。本
市
出
身
の
学
生
た
ち
に
対
す

る
支
援
が
で
き
な
い
も
の
か
。

（
こ
ど
も
未
来
課
長
）

　

土
佐
清
水
市
奨
学
金
の
償
還
猶
予
措

置
制
度
と
奨
学
資
金
対
象
者
応
援
事
業

を
提
案
し
、
事
態
の
克
服
に
向
け
て
頑

張
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、ふ
る
さ
と
の
特

産
品
を
届
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
教
育
長
）

　

意
欲
と
能
力
の
あ
る
学
生
が
、経
済
的

理
由
で
修
学
や
進
学
を
断
念
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、今
後
の
支
援
策
を
検
討
し

て
い
く
。

（
議
員
）

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
中
の「
教
育
環
境
日

本
一
！
事
業
」の
基
金
を
活
用
し
、
学
生

を
支
援
す
る
よ
う
要
請
す
る
。

（
議
員
）

　

足
摺
テ
ル
メ
を
運
営
し
て
い
る（
株
）

一
般
質
問

い
る
。取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

（
観
光
商
工
課
長
）

　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
の
ふ

る
さ
と
納
税
は
、寄
附
目
的
の
明
確
化
が

重
要
だ
。今
後
、
目
的
等
に
つ
い
て
関
係

部
署
と
検
討
す
る
。

（
議
員
）

　

現
在
、
本
市
の
観
光
関
連
事
業
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
、
大
変
厳
し
い
状
況

だ
。
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
考
え
方

は
、土
佐
清
水
市
民
が
市
内
の
ホ
テ
ル
や

旅
館
、
民
宿
で
泊
ま
り
、
地
元
産
品
を
食

べ
清
水
の
文
化
や
風
景
に
触
れ
、自
分
の

住
ん
で
い
る
街
の
魅
力
を
再
発
見
す
る

こ
と
だ
。今
こ
そ
観
光
産
業
を
土
佐
清
水

市
あ
げ
て
、
全
力
で
支
え
る
時
だ
と
思

う
。本
市
の
考
え
を
聞
く
。

（
観
光
商
工
課
長
）

　

本
市
の
観
光
客
誘
客
促
進
事
業（
宿
泊

割
引
）は
、
吉
村
議
員
提
案
の
マ
イ
ク
ロ

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
沿
う
取
り
組
み
だ
と
思

う
。今
後
、積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

吉
村　

政
朗議

員

１ 

本
市
出
身
の
学
生
支
援

　
　
　
　
　
　

 
に
つ
い
て

２ 

足
摺
テ
ル
メ
の
運
営

　
　
　
　

状
況
に
つ
い
て

３ 

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

４ 

マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

　
　
　
　
　
　
　
　

 

つ
い
て

足摺テルメ
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気になる用語

新型コロナ…
ウイルス感染症　

対応従事者慰労金　

新型コロナウイルス感染症に対する医
療提供に関し、都道府県から役割を設定
された医療機関等に勤務し、患者と接す
る医療従事者や職員に対し、国から支払
われる慰労金のこと。

る
現
時
点
に
お
い
て
は
考
え
て
な
い
が
、

第
２
波
・
第
３
波
に
注
視
し
な
が
ら
今

後
検
討
す
る
。

（
議
員
）

　

台
風
時
な
ど
避
難
所
で
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て

（
危
機
管
理
課
長
）

　

避
難
所
で
の
対
策
と
し
て
は
、避
難
者

の
健
康
状
態
の
把
握
、密
集
・
密
接
・
密

閉
の
３
密
を
避
け
る
こ
と
、こ
ま
め
な
手

洗
い
、マ
ス
ク
着
用
な
ど
の
咳
エ
チ
ケ
ッ

ト
を
守
る
な
ど
感
染
対
策
を
徹
底
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
マ
ス
ク
や
消
毒

液
、間
仕
切
り
な
ど
は
一
定
準
備
し
て
い

る
が
、避
難
者
の
健
康
状
態
を
把
握
す
る

た
め
の
非
接
触
型
体
温
計
、感
染
拡
大
を

防
ぐ
た
め
の
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
や
感
染

症
対
策
用
ガ
ウ
ン
セ
ッ
ト
な
ど
を
購
入

し
、避
難
所
の
感
染
対
策
等
の
充
実
を
図

る
予
定
。

Q
　（

議
員
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
診
断
基
準

や
ど
こ
で
診
察
を
受
け
る
の
か
、医
療
従

事
者
へ
の
独
自
の
支
援
策
に
つ
い
て

（
健
康
推
進
課
長
）

　

医
師
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
と
疑
う
者
は
、高
知
県
と
高
知
市
が
合

同
で
開
設
し
て
い
る
電
話
相
談
窓
口「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
健
康
相
談
セ
ン

タ
ー
」へ
連
絡
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。

　

ま
た
、
発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
り
、
感

染
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
、帰
国
者
・
接
触

者
外
来
が
紹
介
さ
れ
受
診
す
る
こ
と
と

な
り
、相
談
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
受
診
手

順
の
説
明
を
受
け
、十
分
な
感
染
防
止
対

策
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

（
市
長
）

　

国
の
第
２
次
補
正
予
算
に
お
い
て
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
従
事

者
慰
労
金
が
新
設
さ
れ
て
い
る
。医
療
従

事
者
へ
の
本
市
独
自
の
支
援
策
に
つ
い

て
は
、緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
て
い

一
般
質
問

（
議
員
）

　

計
画
し
て
い
る
教
育
課
程
の
遅
れ
と

年
間
休
業
日
数
に
つ
い
て

（
こ
ど
も
未
来
課
長
）

　

１
学
期
を
７
月
31
日
と（
通
常
よ
り
10

日
遅
ら
せ
る
）夏
休
み
を
８
月
23
日
ま
で

と
し
、２
学
期
開
始
を
８
月
24
日
と
す
る

（
通
常
よ
り
８
日
早
め
る
）
こ
と
に
よ
り

全
学
年
が
遅
れ
を
取
り
戻
す
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。

（
議
員
）

　

社
会
教
育
施
設
の
貸
館
休
止
に
つ
い

て（生
涯
学
習
課
長
）

　

３
月
４
日
か
ら
24
日
ま
で
、市
民
図
書

館
、中
央
公
民
館
、市
民
文
化
会
館
、市
民

体
育
館
を
貸
館
休
止
と
し
た
。そ
の
後
、

４
月
11
日
か
ら
26
日
ま
で
、運
動
公
園
や

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
等
全
て
の
社
会
教
育
施

設
の
使
用
を
休
止
。さ
ら
に
、
５
月
10
日

ま
で
休
止
し
、11
日
か
ら
感
染
対
策
を
講

じ
た
上
で
再
開
し
た
。

１ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
　

 

感
染
症
に
つ
い
て

２ 

災
害
時
の
避
難
者
へ
の

　
　
　
　

 

対
応
に
つ
い
て

弘
田　
　

条議
員

清水小学校

３ 

学
校
等
の
対
応
つ
い
て
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に
な
る
よ
う
検
討
し
た
い
。

（
議
員
）

　

支
援
策
の
財
源
を
国
の
交
付
金
に
限

定
せ
ず
、市
の
財
政
調
整
基
金
な
ど
を
積

極
的
に
活
用
し
て
内
容
を
充
実
し
て
頂

き
た
い
。

（
議
員
）

　

コ
ロ
ナ
支
援
策
と
し
て
、「
国
保
税
の

引
き
上
げ
を
１
年
間
延
期
す
る
」こ
と
へ

の
所
見
は
？

（
市
長
）

　

国
保
被
保
険
者
等
へ
の
支
援
策
と
し

て
、
国
保
税
の
減
免
、
徴
収
猶
予
に
よ
り

対
応
し
た
い
。

（
議
員
）

　

国
保
税
減
免
の
対
象
は
30
％
以
上
収

入
が
減
少
し
た
被
保
険
者
で
あ
り
、30
％

未
満
の
人
は
漏
れ
て
し
ま
う
。被
保
険
者

全
員
が
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響
を
受
け
た

「
特
別
の
事
情
」
の
あ
る
者
と
市
長
が
認

定
を
し
、１
年
間
の
引
き
上
げ
分
の
国
保

税
を
免
除
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

（
議
員
）

　

６
月
会
議
に
提
案
し
て
い
る
本
市
の

コ
ロ
ナ
支
援
策（
10
事
業
、
補
正
予
算
額

約
２
億
５
千
万
円
）は
高
く
評
価
で
き
る

が
、
支
援
内
容
が
十
分
と
は
言
え
な
い
。

「
水
道
料
金
の
減
免
」
の
期
間
３
カ
月
を

「
10
カ
月
」に
す
る
、『
市
・
持
続
化
給
付

金
』の
法
人
20
万
円
・
個
人
10
万
円
給
付

を
「
法
人
40
万
円
・
個
人
20
万
円
」
に
引

き
上
げ
る
、『
学
校
給
食
費
無
償
化
』の
期

間
３
カ
月
を「
10
カ
月
」に
延
ば
す
な
ど
、

支
援
内
容
を
拡
充
す
る
こ
と
が
必
要
。市

長
の
所
見
は
？

（
市
長
）

　

こ
の
３
事
業
だ
け
捉
え
る
と
、給
付
金

額
、
減
免
・
無
償
化
の
期
間
な
ど
は
、
他

市
町
村
と
比
較
す
る
と
、良
い
部
分
も
あ

れ
ば
物
足
り
な
い
部
分
も
あ
る
と
思
う
。

市
民
を
始
め
皆
さ
ん
の
要
望
・
提
言
も

踏
ま
え
て
、市
民
に
寄
り
添
っ
た
支
援
策

一
般
質
問

（
市
長
）

　

担
当
課
と
協
議
し
た
い
。

（
議
員
）

　

ア
ク
ト
リ
ゾ
ー
ト
の
本
社
「
清
川
建

設
」に
対
し
て
、
テ
ル
メ
撤
退
の
責
任
や

納
付
金
の
支
払
い
な
ど
を
求
め
る
べ
き

で
は
な
い
か
？

（
市
長
）

　

契
約
し
て
い
る
の
は
ア
ク
ト
リ
ゾ
ー

ト
な
の
で
、そ
の
責
任
を
系
列
会
社
の
清

川
建
設
に
求
め
る
こ
と
は
法
的
に
困
難

で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。

（
議
員
）

　

清
川
建
設
（
レ
ゾ
ン
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ

ン
）
は
、
全
国
に
関
連
会
社
を
持
ち
「
グ

ル
ー
プ
レ
ゾ
ン
」を
形
成
し
て
い
る
と
聞

く
。グ
ル
ー
プ
の
経
営
状
態
は
調
べ
て
い

る
の
か
。

（
市
長
）

　

親
会
社
の
経
営
状
態
ま
で
は
確
認
は

し
て
い
な
い
。

（
議
員
）

　

グ
ル
ー
プ
の
経
営
状
態
を
調
べ
、そ
の

上
で
納
付
金
の
支
払
い
を
求
め
る
な
ど

市
民
の
利
益
に
つ
な
が
る
対
応
を
要
請

す
る
。

前
田　
　

晃議
員

１ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

　
　
　
　
　

 

対
策
に
つ
い
て

支
援
策
の
充
実

国
保
税
引
き
上
げ
の
延
期

足
摺
テ
ル
メ
の
閉
館

市議会だより／114号 6

Q



肺炎球菌感染症…肺炎球菌という細菌によって引き起こ
される病気。気道の分泌物に含まれてお
り、唾液などを通じて飛沫感染し、肺炎
や気管支炎などの重い合併症を引き起
こすことがある。

気になる用語

性
を
慎
重
に
考
慮
し
た
上
で
前
回
の
接

種
か
ら
十
分
な
間
隔
を
確
保
し
て
行
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

（
議
員
）

　

ど
の
よ
う
な
周
知
を
さ
れ
て
い
る
か

（
健
康
推
進
課
長
）

　

広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
対

象
者
の
方
に
は
、４
月
に
個
別
で
通
知
を

送
付
し
て
い
る
。

（
議
員
）

　

情
報
の
発
信
方
法
や
表
現
方
法
も
変

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。分
か
り
や
す
い

情
報
提
供
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
議
員
）

　

議
会
会
派
み
ら
い
が
提
出
し
た
コ
ロ

ナ
対
策
の
７
項
目
の
提
言
に
つ
い
て
聞

く
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、休
業
要
請
及
び
休
業
し
た
事

業
所
に
給
付
金
を
支
給
す
る
こ
と
に
つ

い
て
。ま
た
今
後
の
支
援
の
対
応
に
つ
い

て

（
議
員
）

　

肺
炎
予
防
の
た
め
に
制
度
前
、ま
た
は

対
象
年
齢
以
外
の
年
齢
に
自
費
接
種
さ

れ
た
方
が
対
象
外
と
な
る
理
由
に
つ
い

て（健
康
推
進
課
長
）

　

５
年
以
内
に
再
接
種
す
る
と
、初
回
接

種
よ
り
も
注
射
部
位
の
疼
痛
、
紅
斑
、
硬

結
等
の
副
反
応
の
確
率
が
高
く
な
り
、程

度
も
強
く
な
る
報
告
が
さ
れ
て
い
る
。自

費
で
任
意
に
よ
る
接
種
を
受
け
ら
れ
た

方
は
市
で
情
報
が
把
握
で
き
ず
、正
確
な

接
種
間
隔
の
把
握
も
で
き
な
い
こ
と
、さ

ら
に
、国
の
予
防
接
種
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等

検
討
委
員
会
に
て
、再
接
種
に
つ
い
て
は

国
内
外
で
明
確
な
科
学
的
根
拠
が
な
い

た
め
、「
現
時
点
で
は
再
接
種
を
行
わ
な

い
」と
判
断
さ
れ
て
い
る
た
め
、
自
費
で

一
度
接
種
さ
れ
た
方
は
、公
費
で
接
種
で

き
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

自
費
で
再
接
種
を
す
る
場
合
に
は
、か

か
り
つ
け
の
医
師
に
相
談
し
、そ
の
必
要

（
市
長
）

　

特
別
定
額
給
付
金
に
つ
い
て
は
、す
べ

て
の
市
民
に
給
付
で
き
る
よ
う
、今
後
も

努
力
し
て
い
き
た
い
。協
力
金
に
つ
い
て

も
市
の
分
は
す
で
に
支
給
し
て
い
る
が
、

県
の
協
力
金
が
ま
だ
支
給
さ
れ
て
い
な

い
と
い
う
声
も
あ
る
の
で
、
県
に
は
至

急
、
対
応
し
て
い
た
だ
く
よ
う
要
請
す

る
。

　

ま
た
、新
た
な
予
算
に
つ
い
て
は
今
回

10
事
業
、２
億
５
千
万
円
規
模
の
追
加
予

算
案
を
上
程
し
て
い
る
。国
か
ら
の
２
兆

円
の
臨
時
交
付
金
の
配
分
額
は
決
定
し

て
お
ら
ず
、内
容
も
精
査
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
、で
き
れ
ば
７
月
中
に
も
会
議
を

開
い
て
い
た
だ
い
て
追
加
で
経
済
対
策

を
中
心
に
、台
風
シ
ー
ズ
ン
の
避
難
所
の

拡
充
等
、予
算
計
上
す
る
予
定
。

１ 

高
齢
者
肺
炎
球
菌

　

感
染
症
定
期
予
防
接
種

　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

２ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
関
わ
る
提
言
書

　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

一
般
質
問

谷
口　

佳
保議

員

令和２年度から令和６年度の定期予防接種対象者

・・・対象は①もしくは②の方が対象となる。

対象者①

65歳となる方

70歳となる方

75歳となる方

80歳となる方

85歳となる方

90歳となる方

95歳となる方

100歳となる方

対象者②

　60歳から65歳未満の方で、
心臓、腎臓、呼吸器の機能に自
己の身辺の日常生活活動が極
度に制限される程度の障害や
ヒト免疫不全ウイルスによる
免疫の機能に日常生活がほと
んど不可能な程度の障害があ
る方

と
う
つ
う

け
つ

こ
う
は
ん

こ
う
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集落活動…
センター　

気になる用語
地域住民が主体となって、旧小学校や集
会所等を拠点に、地域外の人材等を活用
しながら、近隣の集落との連携を図り、
生活、福祉、産業、防災などの活動につい
て、それぞれの地域の課題やニーズに応
じて、総合的に地域ぐるみで取り組む仕
組み。

一
般
質
問

１ 

集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
の

 　

現
状
と
課
題
に
つ
い
て

２ 

光
フ
ァ
イ
バ
ー
回
線

　
　

 

整
備
計
画
に
つ
い
て

３ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
小
中
学
校
の
影
響
と

　
　
　
　

課
題
に
つ
い
て

（
議
員
）

　

こ
の
よ
う
な
現
状
に
対
し
て
市
長
の

見
解
は
？

（
市
長
）

　

地
元
商
店
か
ら
の
不
満
の
声
は
謙
虚

に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、相
乗
効
果
に
よ
り

双
方
が
さ
ら
に
発
展
で
き
る
よ
う
今
後

も
話
し
合
っ
て
い
く
。

　

地
元
の
合
意
形
成
は
も
ち
ろ
ん
、事
業

計
画
な
ど
も
地
域
の
意
見
を
聞
き
入
れ

な
が
ら
、み
ん
な
で
一
緒
に
汗
を
か
き
作

り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
。

（
議
員
）

　

事
業
の
進
捗
状
況
は
？

（
総
務
課
長
）

　

下
ノ
加
江
地
区
が
Ｒ
元
年
10
月
。
大

浜
・
中
浜
地
区
が
Ｒ
２
年
５
月
、
大
岐
・

以
布
利
地
区
が
６
月
サ
ー
ビ
ス
開
始
。下

川
口
・
貝
ノ
川
地
区
が
Ｒ
３
年
10
月
サ
ー

ビ
ス
開
始
見
込
み
。窪
津
・
足
摺
岬
地
区

が
Ｒ
４
年
10
月
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
開
始

を
計
画
し
て
い
る
。

（
議
員
）

　

前
回
の
課
長
の
答
弁
で
は
、下
川
口
家

で
取
り
扱
う
商
品
は
地
元
商
店
と
競
合

し
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
と
の
こ
と

だ
っ
た
が
、
実
際
に
は
、
競
合
し
て
い
て

経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
と
い
っ
た
声
が

あ
る
。問
題
あ
る
の
で
は
？

（
企
画
財
政
課
長
）

　

下
川
口
家
役
員
と
地
元
商
店
の
話
し

合
い
に
よ
り
問
題
解
決
に
取
り
組
む
。こ

れ
ま
で
以
上
に
地
域
住
民
の
要
望
・
声

を
聴
き
な
が
ら
下
川
口
家
と
既
存
の
商

店
が
共
存
、
繁
栄
で
き
る
よ
う
取
り
組

む
。

（
議
員
）

　

下
ノ
加
江
地
区
の
計
画
は
、取
り
組
み

と
し
て
問
題
は
な
か
っ
た
か
？

（
企
画
財
政
課
長
）

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
事
業
計
画
策

定
委
員
に
よ
る
、一
部
の
メ
ン
バ
ー
で
事

業
計
画
を
策
定
し
た
こ
と
が
、問
題
で
は

な
か
っ
た
か
と
考
え
る
。今
後
は
こ
れ
ま

で
以
上
に
地
区
住
民
の
意
見
集
約
し
た

上
で
、事
業
実
施
に
努
め
て
い
く
。

（
議
員
）

　

整
備
で
き
な
い
地
区
は
？

（
総
務
課
長
）

　

現
在
、
立
石
、
横
道
、
戎
町（
渡
し
場
付

近
）、
斧
積
、
上
野
、
落
窪
付
近
が
整
備
困

難
。今
後
の
整
備
困
難
地
区
見
込
み
は
、

坂
井
、有
永
、珠
々
玉
、木
ノ
川
と
な
っ
て

い
る
。

（
議
員
）

　

光
回
線
が
整
備
で
き
な
い
地
域
の
方

へ
の
支
援
策
に
つ
い
て
、ル
ー
タ
ー
は
既

に
持
っ
て
い
る
方
が
多
い
の
で
、補
助
の

対
象
を
親
機
の
端
末
だ
け
で
は
な
く
、中

継
器
な
ど
、周
辺
機
器
ま
で
拡
充
し
て
欲

し
い
と
の
声
が
あ
る
が
？

（
市
長
）

　

要
望
が
あ
れ
ば
、補
助
対
象
に
追
加
す

る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
議
員
）

　

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
可
能
か
？

（
こ
ど
も
未
来
課
長
）

　

す
ぐ
に
は
難
し
い
が
、
可
能
と
考
え

る
。

（
議
員
）

　

第
２
波
に
備
え
て
、早
急
な
整
備
を

（
教
育
長
）

　

ネ
ッ
ト
環
境
の
整
備
及
び
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
等
の
実
施
に
つ
い
て
、前
向
き
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

岡
本　
　

詠議
員
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予
算
決
算
常
任
委
員
会

5
月
会
議

休
業
要
請
を
行
い
、制
度
の
周
知

に
つ
い
て
も
行
っ
て
い
る
。申
請

に
つ
い
て
は
、手
続
き
等
を
進
め

て
い
く
段
階
だ
が
、対
象
と
な
る

事
業
者
に
は
説
明
を
行
い
、申
請

を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
で
、少

し
で
も
早
く
支
給
し
た
い
。４
月

29
日
ま
で
に
土
佐
清
水
商
工
会
議

所
の
協
力
も
得
て
、対
象
と
な
り

得
る
宿
泊
事
業
者
、飲
食
業
・
喫

茶
店
等
に
は
電
話
連
絡
を
行
い
、

文
書
で
も
通
知
し
た
。

　

飲
食
を
伴
う
施
設
に
つ
い
て
は

県
の
対
象
に
な
る
こ
と
か
ら
、事

前
に
電
話
で
聞
き
取
り
を
し
て
、

県
の
補
助
要
綱
の
対
象
に
加
え
、

市
の
独
自
策
の
対
象
と
な
り
得
る

施
設
に
つ
い
て
は
市
の
申
請
書
も

同
封
す
る
な
ど
の
対
応
を
行
っ
て

い
る
。

以
上
が
６
事
業
者
で
１
２
０
万
円
、

部
屋
数
10
室
以
上
が
10
事
業
者
で

１
０
０
万
円
、県
制
度
対
象
外
の

事
業
所
が
12
事
業
者
と
想
定
し
て

１
２
０
万
円
、観
光
事
業
者
10
万

円
か
ら
30
万
円
で
２
０
０
万
円
、県

制
度
対
象
外
の
飲
食
店
10
万
円
を

62
事
業
所
と
し
て
６
２
０
万
円
、県

制
度
対
象
事
業
に
対
す
る
家
賃
補

助
と
し
て
80
事
業
者
と
見
込
ん
で

８
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
休
業
要
請
は
、特
に
夜

間
な
ど
人
が
密
に
な
っ
た
り
、３

密
（
密
集
・
密
接
・
密
閉
）に
な
る

よ
う
な
業
種
に
対
し
、コ
ロ
ナ
の

感
染
症
が
広
が
ら
な
い
こ
と
を
大

き
な
目
的
と
し
て
い
る
の
で
、そ

こ
に
関
わ
る
業
種
を
と
い
う
こ
と

で
絞
っ
て
い
る
。

（
委
員
）

　

夕
食
を
伴
わ
な
い
宿
泊
施
設
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
施
設
か
。

ま
た
、県
と
市
の
制
度
が
分
か
り

づ
ら
い
。

（
執
行
部
）

　

素
泊
ま
り
の
施
設
も
あ
り
、対

象
者
に
つ
い
て
は
、所
管
課
か
ら

要
請
に
応
え
て
い
た
だ
い
た
事
業

者
に
対
し
て
支
給
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

　

ま
た
、施
設
に
対
し
て
、県
制
度

の
対
象
と
な
っ
た
事
業
者
に
対
し

上
乗
せ
分
と
し
て
、
30
室
以
上
の

施
設
に
つ
い
て
は
20
万
円
、
10
室

以
上
は
10
万
円
加
算
と
し
て
い
る
。

ま
た
、県
制
度
対
象
事
業
者
に
対

す
る
家
賃
補
助
と
し
て
10
万
円
を

上
限
に
３
カ
月
分
家
賃
の
２
分
の

１
を
補
助
し
て
い
る
。さ
ら
に
、県

制
度
対
象
外
の
飲
食
提
供
が
な
い

宿
泊
事
業
者
及
び
飲
食
店
に
対
し

て
１
事
業
者
当
た
り
10
万
円
を
支

給
し
、ま
た
観
光
事
業
者
に
つ
い

て
は
事
業
者
の
規
模
に
応
じ
て
、

10
万
円
か
ら
30
万
円
の
金
額
を
支

給
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、業
種
と
し
て
は
、県
が
出

し
て
い
る
宿
泊
業
と
飲
食
業
に
絞

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、飲
食
を
伴

わ
な
い
宿
泊
業
、午
後
８
時
か
ら

午
前
５
時
ま
で
の
営
業
時
間
外
の

飲
食
業
者
と
観
光
業
者
を
対
象
と

し
て
い
る
。

　

宿
泊
施
設
の
う
ち
部
屋
数
30
室

（
委
員
）

　

概
要
と
目
的
に
つ
い
て
説
明
を

求
め
る
。

（
執
行
部
）

　

高
知
県
が
行
っ
た
休
業
等
要
請

負
担
金
に
つ
い
て
、対
象
と
な
ら

な
か
っ
た
飲
食
店
、宿
泊
業
に
対

し
て
、県
と
同
様
に
外
か
ら
の
往

来
が
多
い
こ
と
や
滞
在
時
間
が
長

い
こ
と
を
考
慮
し
同
じ
よ
う
な
要

請
を
し
て
い
る
。

　

市
制
度
に
つ
い
て
は
、時
間
短

縮
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、４
月

29
日
か
ら
５
月
６
日
ま
で
、休
業

こまめに換気する人との間隔を空ける

令
和
２
年
度
土
佐
清
水
市

　
　

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
（
第
１
号
）に
つ
い
て

♦
コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な

　
　
　
　

 

応
援
事
業
補
助
金

委
員
会
の　

審
査
内
容

（
抜
粋
）

新しい生活様式の実践例
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上
が
国
の
申
請
と
な
っ
た
場
合
、

予
算
が
余
剰
と
な
る
が
最
大
限
の

申
請
額
を
想
定
し
て
い
る
。

（
委
員
）

　

市
の
給
付
金
を
受
給
後
、対
象

期
間
内
に
国
の
申
請
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
に
つ
い

て
。

（
執
行
部
）

　

先
に
市
の
申
請
を
し
て
、後
で

国
の
対
象
と
な
っ
た
場
合
に
は
、

市
の
給
付
金
に
つ
い
て
は
、返
還

を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
。

（
委
員
）

　

持
続
化
給
付
金
申
請
に
つ
い

て
、知
ら
な
い
方
や
自
分
に
は
関

係
な
い
と
思
っ
て
い
る
方
も
お

り
、も
う
少
し
違
っ
た
情
報
提
供

の
仕
方
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

（
執
行
部
）

　

市
広
報
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び

関
係
機
関
を
通
じ
て
周
知
を
し
て

い
く
が
、何
ら
か
の
方
策
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

（
委
員
）

　

法
人
２
２
７
、個
人
１
０
７
２

人
、合
計
お
よ
そ
１
３
０
０
件
が

対
象
と
な
っ
て
い
る
が
、国
の
持

続
化
給
付
金
と
の
併
給
と
い
う
の

は
基
本
的
に
で
き
な
い
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、こ
れ
を
ど
う
調
べ

る
か
。ま
た
国
の
持
続
化
給
付
金

と
重
な
り
が
出
て
く
る
可
能
性
が

あ
る
と
思
う
が
、ど
う
対
処
す
る

か
。

（
執
行
部
）

　

申
請
時
の
誓
約
書
に
、国
の
持

続
化
給
付
金
を
申
請
さ
れ
て
い
る

方
に
つ
い
て
は
申
請
で
き
な
い
旨

の
項
目
を
設
け
て
い
る
。

（
委
員
）

　

市
の
持
続
化
給
付
金
を
申
請
す

る
際
に
、国
の
持
続
化
給
付
金
を

希
望
し
て
い
る
方
も
含
ま
れ
て
い

る
の
で
、全
体
の
予
算
規
模
も
下

が
る
と
思
う
が
、ど
の
よ
う
に
想

定
し
て
い
る
か
。

（
執
行
部
）

　

予
測
と
し
て
８
割
く
ら
い
を
対

象
と
し
て
い
る
。例
え
ば
、５
割
以

（
執
行
部
）

　

主
婦
や
勤
め
て
い
る
方
も
い

る
。自
分
が
活
動
で
き
る
時
間
帯

に
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
か
ら
依
頼

が
あ
れ
ば
、小
学
校
な
ど
へ
行
っ

て
い
る
。

（
委
員
）

　

ど
う
い
う
と
こ
ろ
へ
派
遣
を
さ

れ
る
の
か
。

（
執
行
部
）

　

小
学
校
で
は
日
常
生
活
で
使
う

手
話
を
勉
強
し
た
い
と
い
う
要
望

や
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
事
業
に
お
い

て
は
、グ
ル
ー
プ
で
手
話
を
学
び

た
い
な
ど
の
要
望
が
あ
る
場
合
に

派
遣
し
て
い
る
。

　

ま
た
、現
在
は
、依
頼
を
受
け

て
、病
院
へ
の
受
診
時
に
手
話
通

訳
者
を
派
遣
し
て
い
る
。将
来
的

に
は
、各
事
業
所
の
勉
強
会
へ
手

話
奉
仕
員
の
派
遣
を
し
、簡
単
な

日
常
生
活
で
の
手
話
を
使
え
る

方
々
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

（
委
員
）

　

手
話
奉
仕
員
の
登
録
者
が
37
人

と
の
こ
と
で
あ
る
が
、手
話
が
で

き
る
方
は
何
人
い
る
の
か
。

（
執
行
部
）

　

手
話
奉
仕
員
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
終
え
た
方
が
登
録
さ
れ
て
い
る

が
、手
話
奉
仕
員
と
し
て
小
学
校

や
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
て
い

る
活
動
に
参
加
し
て
い
る
方
は
、

数
人
で
あ
る
。

（
委
員
）

　

今
回
も
講
習
を
８
回
行
う
と
の

こ
と
で
あ
る
が
、何
か
遊
び
を
入

れ
る
な
ど
、企
画
作
成
を
要
請
す

る
。

（
委
員
）

　

手
話
奉
仕
員
37
人
に
つ
い
て
、

年
代
や
職
業
は
。

（
執
行
部
）

　

本
議
案
は
、消
防
本
部
救
助
工

作
車
が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
故
障
に
よ

り
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、

車
両
（
救
助
工
作
車
Ⅱ
型
）と
積
載

用
救
助
資
機
材
を
購
入
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、議
会
の
議
決
を
求
め

る
も
の
。

　

購
入
す
る
救
助
工
作
車
Ⅱ
型

は
、各
種
の
救
助
資
機
材
を
積
載

し
、火
災
、交
通
事
故
、自
然
災
害

な
ど
一
般
生
活
で
起
こ
る
様
々
な

救
助
事
案
に
対
応
し
て
救
助
活
動

を
行
う
車
両
で
、ク
レ
ー
ン
、ウ
イ

ン
チ
、発
電
照
明
装
置
、支
持
点

（
ア
ン
カ
ー
）16
カ
所
な
ど
が
装
備

さ
れ
て
い
る
。

　

現
行
車
両
と
の
大
き
な
違
い
は

ク
レ
ー
ン
を
装
備
し
て
い
る
こ
と

で
、こ
れ
に
よ
り
重
量
物
の
つ
り

上
げ
・
つ
り
下
げ
が
容
易
と
な
り
、

ま
た
ロ
ー
プ
を
利
用
し
て
の
救
出

活
動
を
行
う
場
合
に
お
い
て
も
上

部
の
支
点
を
作
成
で
き
る
な
ど
、

予
算
決
算
常
任
委
員
会

令
和
２
年
度
土
佐
清
水
市

　
　

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
（
第
２
号
）に
つ
い
て

総
務
文
教
常
任
委
員
会

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

6
月
会
議

♦
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
推
進

事
業

♦
持
続
化
給
付
金

市議会だより／114号 10



　

紹
介
議
員
の
前
田
晃
議
員
に
説

明
を
求
め
ま
し
た
。

（
前
田
議
員
）

　

日
本
の
最
低
賃
金
は
、４
つ
の

地
域
別
の
ラ
ン
ク
に
分
か
れ
て
お

り
、最
も
高
い
の
が
東
京
で
時
給

１
０
１
３
円
、高
知
県
は
最
低
ラ

ン
ク
７
９
０
円
と
な
っ
て
い
る
。

フ
ル
タ
イ
ム
で
働
い
た
と
し
て

も
、月
に
11
万
円
か
ら
14
万
円
で

あ
り
、年
収
１
２
０
万
円
か
ら
１

５
０
万
円
と
な
る
。ワ
ー
キ
ン
グ

プ
ア
の
年
収
は
、２
０
０
万
円
以

下
と
言
わ
れ
て
お
り
、高
知
県
の

賃
金
で
は
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
超

仕
員
に
登
録
さ
れ
て
い
る
と
の
こ

と
だ
が
、講
習
会
だ
け
を
重
ね
て

も
、普
段
か
ら
、イ
ベ
ン
ト
等
を
開

催
し
、使
い
続
け
て
い
な
い
と
な

か
な
か
身
に
つ
く
の
は
難
し
い
の

で
は
な
い
か
。

（
執
行
部
）

　

手
話
言
語
に
限
ら
ず
、障
害
者

に
対
す
る
理
解
、障
害
に
対
す
る

理
解
も
含
め
て
、心
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
事
業
と
い
う
形
で
計
画
し
て

い
る
。そ
の
中
の
、手
話
に
関
す
る

部
分
と
し
て
は
、一
部
の
小
学
校

や
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
事
業
等
で
希
望
が
あ
れ
ば
手
話

奉
仕
員
の
派
遣
も
行
っ
て
い
る
。

　

手
話
奉
仕
員
の
派
遣
に
つ
い
て

も
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
つ
つ
、

場
面
に
応
じ
た
、事
業
所
単
位
で

も
勉
強
で
き
る
よ
う
な
機
会
も
啓

発
し
な
が
ら
、派
遣
し
て
い
け
る

仕
組
み
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

（
委
員
）

　

普
段
か
ら
手
話
を
使
い
続
け
ら

れ
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
や
会
の
開

催
を
要
請
す
る
。

（
執
行
部
）

　

理
念
条
例
と
い
う
形
で
制
定
す

る
も
の
で
、市
と
し
て
は
、第
７
条

の
施
策
と
し
て
、い
か
に
市
民
に

手
話
言
語
を
認
識
し
、意
識
を

持
っ
て
も
ら
え
る
か
と
い
う
と
こ

ろ
が
一
番
の
課
題
で
あ
り
、手
話

に
触
れ
る
機
会
が
市
民
の
方
に
増

え
る
よ
う
、市
と
し
て
は
推
進
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
委
員
）

　

こ
れ
ま
で
37
人
の
方
が
手
話
奉

安
全
・
確
実
・
迅
速
な
救
助
活
動

が
実
施
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

（
委
員
）

　

車
両
価
格
が
１
億
１
８
４
０
万

円
と
高
額
と
な
っ
て
い
る
理
由

は
。

（
執
行
部
）

　

現
行
車
両
は
平
成
11
年
に
３
７

０
０
万
円
で
購
入
し
た
中
型
車
で

あ
っ
た
が
、今
回
購
入
す
る
車
両

は
排
ガ
ス
規
制
の
関
係
や
ク
レ
ー

ン
付
き
の
大
型
車
両
と
な
っ
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
車
両
価
格
が
上

が
っ
て
い
る
。

（
委
員
）

　

落
札
価
格
と
車
両
の
性
能
面
に

つ
い
て
の
認
識
は
。

（
執
行
部
）

　

金
額
で
も
性
能
的
に
も
十
分
で

妥
当
と
判
断
し
て
お
り
、望
ん
で

い
た
資
機
材
も
入
り
十
分
に
活
用

し
て
い
き
た
い
。

え
る
こ
と
は
難
し
い
現
状
が
あ

る
。

　

労
働
者
は
、賃
金
が
高
い
方
を

目
指
す
た
め
、ど
う
し
て
も
都
市

の
方
へ
流
れ
て
い
き
、地
域
経
済

が
疲
弊
し
て
い
く
。地
域
経
済
を

再
生
さ
せ
る
と
い
う
意
味
で
も
、

賃
金
の
全
国
一
律
の
最
低
賃
金
制

は
必
要
で
あ
る
。ま
た
、全
国
労
働

組
合
総
連
合
の
生
計
費
調
査
に
よ

る
と
、生
計
費
は
、都
会
や
田
舎
の

地
域
に
よ
る
差
は
あ
ま
り
な
く
、

月
に
22
万
円
か
ら
24
万
円
で
あ

る
。こ
れ
を
月
１
５
０
時
間
の
労

働
時
間
で
鑑
み
る
と
、時
給
１
５

０
０
円
と
な
り
、こ
れ
が
一
つ
の

根
拠
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、最
低
賃
金
の
引
き
上

げ
を
行
う
と
中
小
企
業
が
大
変
困

難
を
来
す
と
い
う
こ
と
が
あ
る
た

め
、最
低
賃
金
の
改
善
と
と
も
に
、

中
小
企
業
が
支
払
う
社
会
保
険
料

の
事
業
者
負
担
分
を
国
の
補
助
で

対
応
す
る
な
ど
支
援
の
拡
充
を
求

め
る
意
見
書
と
な
っ
て
い
る
。今

こ
そ
最
低
賃
金
を
引
き
上
げ
て
、

地
域
経
済
の
浮
揚
に
生
か
し
、中

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

土
佐
清
水
市
手
話
言
語
条
例
の

　
　
　
　
　
　

制
定
に
つ
い
て

「
最
低
賃
金
の
改
善
と

　

中
小
企
業
支
援
の
拡
充
を

　
　

求
め
る
意
見
書
」の

　
　
　
　

採
択
を
求
め
る
陳
情

クレーン付き救助工作車の一例クレーン付き救助工作車の一例クレーン付き救助工作車の一例
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４
月
９
日
、全
員
協
議
会
を
開

催
し
、全
国
的
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
し
て
い
る

状
況
を
受
け
、本
市
の
状
況
や
経

過
、取
り
組
み
等
に
つ
い
て
執
行

部
に
説
明
を
求
め
、情
報
の
共
有

を
行
い
ま
し
た
。

　

執
行
部
か
ら
は
副
市
長
、危
機

管
理
課
長
及
び
健
康
推
進
課
長
が

出
席
し
、国
か
ら
の
基
本
方
針
や

３
月
２
日
か
ら
の
学
校
休
校
要
請

に
つ
い
て
の
情
報
共
有
と
協
議
、

大
規
模
イ
ベ
ン
ト
の
自
粛
や
市
の

行
動
計
画
に
基
づ
き
、災
害
対
策

本
部
を
設
置
し
た
こ
と
、防
災
行

政
無
線
に
よ
る
市
民
向
け
の
注
意

喚
起
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
た
こ

と
な
ど
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、県
内
の
感
染
者
の
状
況

に
つ
い
て
も
報
告
が
あ
り
、幡
多

管
内
で
も
感
染
者
が
確
認
さ
れ
て

小
企
業
の
支
援
を
行
い
、市
民
の

暮
ら
し
を
守
り
、地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
る
趣
旨
の
意
見
書
で
あ

る
。

（
委
員
）

　

賃
金
が
多
い
か
ら
都
市
に
流
れ

て
い
く
の
で
は
な
く
都
市
の
方
が

職
種
も
多
く
、や
り
た
い
仕
事
に

就
け
る
の
で
、賃
金
が
高
い
か
ら

都
市
に
流
れ
る
と
い
う
理
由
で
は

な
い
と
考
え
る
。時
給
１
５
０
０

円
を
全
国
一
律
で
と
い
う
の
は
現

実
問
題
と
し
て
無
理
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

（
委
員
）

　

コ
ロ
ナ
禍
で
中
小
企
業
が
厳
し

い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
中
で
、

一
生
懸
命
経
営
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
、労
働
者
だ
け
の
た
め

に
こ
れ
を
上
げ
る
の
は
厳
し
い
と

思
う
。

（
委
員
）

　

地
域
の
現
状
、経
済
の
状
況
は

あ
る
が
、国
に
支
援
し
て
も
ら
う

た
め
の
陳
情
で
、国
か
ら
企
業
へ

支
援
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
の

も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

い
る
こ
と
か
ら
、今
後
、感
染
が
拡

大
し
た
際
の
医
療
機
関
と
行
政
の

連
携
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
も
報
告
を
受
け
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、経
済
対
策
に
つ
い
て

は
、予
算
が
確
定
し
次
第
、臨
時
議

会
を
開
催
し
、給
付
金
の
対
応
等

を
行
っ
て
い
く
こ
と
や
、今
後
も

情
報
の
共
有
を
図
り
、取
り
組
み

を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

全
員
協
議
会

委
員
会
等
の

活
動
報
告

「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める

意見書」の採択を求める陳情

高知県労働組合連合会

執行委員長　筒井　敬二　氏
不採択

件           名 陳情者 審査結果

陳情

全国市議会議長会から表彰状及び感謝状が贈られました

６月１５日の小休中に浅尾公厚副議長から永野裕夫議長に伝達式を行いました。

○正副議長４年以上

　表彰　　永野　裕夫　議長

○社会文教委員会副委員長

　感謝状　永野　裕夫　議長
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ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確

保
な
ど
、子
供
た
ち
の
命
を
守
る

た
め
の
取
り
組
み
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。中
で
も
、校
内
の
消
毒
液
で

の
ふ
き
取
り
作
業
な
ど
、教
職
員

へ
の
負
担
が
大
き
い
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
ま
し
た
。各
校
と
も
に
健
康

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
活
用
や
独
自

の
Ｑ
＆
Ａ
を
作
成
し
て
授
業
ご
と

に
コ
ロ
ナ
対
策
に
取
り
組
む
な

ど
、教
職
員
の
皆
さ
ん
の
苦
悩
・

工
夫
が
伝
わ
り
、子
供
の
健
康
管

理
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。ま
た
、オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の

必
要
性
と
合
わ
せ
て
、家
庭
も
含

め
た
ネ
ッ
ト
環
境
整
備
が
課
題
と

の
こ
と
で
す
。

　

気
に
な
る
と
こ
ろ
で
は
、マ
ス

ク
着
用
に
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
取
り
に
く
い
状
況
が
あ

り
、新
し
い
生
活
様
式
と
し
て
の

マ
ス
ク
の
着
用
に
よ
り
、自
己
表

現
が
う
ま
く
で
き
な
い
子
供
へ
の

サ
ポ
ー
ト
の
必
要
性
が
挙
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　

小
・
中
学
校
と
も
に
、夏
休
み

の
短
縮
や
授
業
の
追
加
に
よ
り
９

　

７
月
７
日
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
問
題
を
受
け
市
内
の
小
・

中
学
校
現
場
へ
の
影
響
を
調
査
す

る
た
め
、校
長
会
と
の
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　

各
校
か
ら
は
、コ
ロ
ナ
対
策
と

し
て
、マ
ス
ク
の
着
用
、フ
ェ
イ
ス

ガ
ー
ド
の
使
用
、登
校
時
の
検
温
、

体
調
チ
ェ
ッ
ク
、消
毒
液
使
用
、手

洗
い
、熱
中
症
に
注
意
し
な
が
ら

の
室
内
喚
気
、３
密
を
避
け
て
の

人
が
同
じ
土
俵
に
立
ち
、情
報
を

い
た
だ
い
て
、聴
こ
え
な
い
人
が

自
分
で
判
断
を
し
て
決
め
る
、自

分
で
責
任
を
取
る
と
い
う
状
態
を

作
る
こ
と
が
本
当
の
支
援
だ
と
思

う
。手
話
言
語
条
例
は
、手
話
と
い

う
言
語
（
視
覚
言
語
）と
音
声
言
語

と
の
差
を
縮
め
て
い
く
た
め
の
も

の
と
の
講
演
で
し
た
。

　

議
員
か
ら
も
質
疑
が
あ
り
、と

て
も
有
意
義
な
勉
強
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

６
月
５
日
に
全
員
協
議
会
を
開

催
し
、手
話
言
語
に
関
す
る
勉
強

会
を
行
い
ま
し
た
。

　

初
め
に
、福
祉
事
務
所
か
ら
手

話
言
語
条
例
制
定
に
向
け
て
の
背

景
や
土
佐
清
水
市
手
話
言
語
条
例

の
内
容
説
明
及
び
本
市
が
計
画
し

て
い
る
「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
推

進
事
業
」な
ど
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　

勉
強
会
の
講
師
に
は
、（
一
社
）

高
知
県
聴
覚
障
害
者
協
会
の
藤
田

由
紀
子
氏
を
お
招
き
し
、手
話
通

訳
者
２
名
も
参
加
の
下
、聴
覚
障

害
者
の
現
状
や
、災
害
が
起
き
た

際
に
情
報
を
得
る
こ
と
が
難
し
い

と
い
う
状
況
な
ど
の
ご
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

聴
覚
障
害
を
持
っ
た
方
に
は
、

生
ま
れ
つ
き
聴
こ
え
な
い
人
や
薬

の
副
作
用
、病
気
で
聴
こ
え
な
く

な
る
人
、突
発
性
難
聴
で
聴
こ
え

な
く
な
る
人
も
い
る
。

　

い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
る
中
で
、

相
手
に
合
わ
せ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
必
要
。障
害
を
持
っ
た

月
以
降
は
通
常
ど
お
り
進
め
る
こ

と
が
で
き
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

今
後
、当
委
員
会
と
し
て
、調
査

し
た
内
容
を
精
査
し
、教
育
環
境

の
整
備
に
生
か
す
と
と
も
に
、委

員
会
と
し
て
、議
会
で
何
が
で
き

る
か
検
討
し
、市
、県
、国
へ
の
要

望
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

手
話
言
語
に
関
す
る
勉
強
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会
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令和元年度 政務活動費収支報告

（単位：円）

主な内容

④新風会
弘田　　条

細川　博史

永野　裕夫

⑦市民のこえ
前田　　晃

岡本　　詠

⑤無所属 前田　　晃
⑥無所属 岡本　　詠

③無所属 甲藤　　眞

②議会会派みらい 令和2年2月6日～7日　
室戸市：室戸市役所・道の駅 キラメッセ室戸・道の駅 とろむ
室戸市のふるさと納税に学ぶ

会　派

（人数）

期　間

交付額

支　出

残　額

明　

細

調査研究費

研 修 費

広 報 費

資料購入費

事 務 所 費

研
修
費

調
査
研
究
費

研
修
費

調
査
研
究
費

　議員の調査研究に資するために必要な経費の一部として、議員１人当たり月額８千円（年間９万
６千円）を政務活動費として交付しています。
　令和元年度は、年度途中において会派の解散や結成があったことから、交付対象人数は議員数と
一致しておりません。年度途中で解散等があった場合には、解散等の翌月以降の政務活動費は返還
することになっています。その後、新しい会派等に再交付されます。

令和元年10月30日～31日　
高知市：高知ぢばさんセンター
全国市議会議長会研究フォーラムin高知

資料購入費：パソコン購入費（2分の1按分）

事務所費：書籍代

令和2年2月15日～16日　
室戸市：室戸世界ジオパークセンター・むろと廃校水族館
高知市：荒川電工
今後の市政の重要課題についての研修

令和元年10月30日～31日　
高知市：高知ぢばさんセンター
全国市議会議長会研究フォーラムin高知
令和２年1月26日～28日
滋賀県大津市唐崎：全国市町村国際文化研修所
市町村議会議員特別セミナー（2日間コース）　

資料購入費：書籍代（一部2分の1按分）

広報費：印刷代（2分の1按分）

広報費：印刷代（2分の1按分）　　資料購入費：書籍代

資料購入費：書籍代

資料購入費：新聞購読料
事務所費：プリンターインク代（2分の1按分）

⑥無所属

（１人）

Ｈ31.4月～Ｒ1.5月

96,000

16,000

16,000

80,000

⑤無所属

（１人）

Ｈ31.4月～Ｒ1.5月

96,000

15,581

5,645

9,936

80,419

Ｒ1.7月～R2.3月

432,000

84,474

49,824

34,650

347,526

⑦市民のこえ

（２人）

Ｒ1.6月～R2.3月

160,000

141,759

122,967

18,792

18,241

④新風会

（３人）

Ｈ31.4月～Ｒ2.3月

288,000

132,319

36,859

33,960

1,500

60,000

155,681

①清友会

（７人）

Ｈ31.4月～Ｒ1.6月

672,000

0

672,000

谷口　佳保　吉村　政朗
武政　健三　作田　喜秋
山崎　誠一　浅尾　公厚

③無所属

（１人）

Ｒ1.7月～R2.3月

72,000

58,411

55,611

2,800

13,589

清友会は支出なし

①清友会
谷口　佳保　作田　喜秋
武政　健三　甲藤　　眞
山崎　誠一　浅尾　公厚
吉村　政朗

②議会会派
　みらい　
（６人）
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土佐清水市身体障害者連盟総会

2日

7日

22日

20日

10日

４月

５月

６月

四万十市議会正副議長来局

令和２年度土佐清水ジオパーク推進協議会

役員会及び総会

幡多広域市町村圏事務組合月例出納検査

（幡多クリーンセンター）

高知県労働組合連合会との懇談

土佐清水市身体障害者連盟総会

（社会福祉センター）

　

議
長
は
年
間
を
通
じ
て
議
会
を
代
表

し
、各
種
行
事
、式
典
や
会
合
等
に
出
席
す

る
ほ
か
、本
会
議
に
お
い
て
議
事
を
整
理

し
、議
会
の
事
務
を
統
理
す
る
と
い
っ
た

職
務
を
遂
行
し
て
い
ま
す
。 

　

４
月
か
ら
６
月
ま
で
の
議
長
の
主
な
活

動
状
況
に
つ
い
て
は
、左
の
と
お
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

議
長
の
活
動
報
告

　令和２年土佐清水市議会定例会６月会議最終日（６月３０日）に、「土佐清水市手話言語条例」を全会一致で可決

しました。傍聴には、高知県聴覚障害者協会、手話サークル「みらい」、手話奉仕員など多くの関係者が訪れ、可決後

には議場において議員出席の下、写真撮影を行いました。この取り組みは、手話言語条例が制定された全国各地で

行われています。

土佐清水市手話言語条例を可決しました

親指・人差し指・小指を立てた「I　LOVE　YOU（アイラブユー）」の手話は世界共通で使われています。

※新型コロナウイルス感染症の影響により、各種行事

　や式典等が中止及び延期となっています。

　また、全国市議会議長会・四国市議会議長会・高知県

　市議会議長会等の会合は書面開催の形式により行

　われました。
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議会日誌議会日誌議会日誌 4月

5月

6月

2日

9日

16日

1日

8日

3日

4日

5日

8日

15日

22日

23日

24日

25日

30日

四万十市議会正副議長来局

全員協議会

議会だより編集委員会

議会運営委員会

5月会議再開・散会／予算決算常任委員会／産業厚生常任委員会

総務文教常任委員会

産業厚生常任委員会

全員協議会

議会運営委員会

6月会議再開

質疑・一般質問／議会運営委員会

一般質問

予算決算常任委員会／議会運営委員会

総務文教常任委員会・産業厚生常任委員会

6月会議散会

市
議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

開
催
日
程
な
ど
詳
細
は
、
事
前
に

議
会
事
務
局
【
☎
（
82
）
１
１
１
２
】
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

次
回
の
開
催
予
定
は
９
月
上
旬
で
す
。

日
程
が
決
ま
り
次
第
、防
災
行
政
無
線
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
　

　
　

本
会
議
の
一
般
質
問
な
ど
会
議
で
の

発
言
を
記
録
し
た
「
会
議
録
」
を
作
成
し

て
い
ま
す
。会
議
の
詳
し
い
内
容
は
会
議

録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

ど
な
た
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
、市

民
図
書
館
・
議
会
事
務
局
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

編
集
後
記

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
感
染
症
の
収

束
が
見
え
な
い
中
、
九
州
を
始
め
全

国
各
地
で
記
録
的
豪
雨
を
観
測
し
、

甚
大
な
被
害
が
出
て
お
り
ま
す
。
被

災
さ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も

が
け
崩
れ
に
よ
り
国
道
３
２
１
号
線

が
一
時
全
面
通
行
止
め
に
な
る
な

ど
、
今
後
も
土
砂
災
害
な
ど
に
対
し

て
厳
重
な
警
戒
が
必
要
で
す
。
く
れ

ぐ
れ
も
早
め
早
め
の
避
難
準
備
等
を

心
掛
け
ら
れ
、
ま
た
、
避
難
場
所
で
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
も
十

分
お
気
を
つ
け
ら
れ
ま
す
よ
う
、
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

議
会
と
し
ま
し
て
も
、
今
後
も
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
十
分
注

意
を
払
い
つ
つ
、
市
民
生
活
の
安
全

と
土
佐
清
水
市
の
経
済
発
展
の
た

め
、
議
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
い
よ
い
よ
足
摺
海
洋
館「
Ｓ

Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
」
が
７
月
18
日
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
土
佐
清
水
観

光
の
新
た
な
目
玉
と
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。委

員
長　

細
川
博
史

土
佐
清
水
市
議
会
だ
よ
り

編　

集　

委　

員　

会

委
員
長　

細
川　

博
史

作
田　

喜
秋

弘
田　
　

条

武
政　

健
三

前
田　
　

晃
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